


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































萎にする時期を失す ことを惜しみ 冨公鳥 雨中を鳴きながら飛ぶといった寓意がこめられ いる であろう。
同様に、一九七一の「雨間開けて」も、単に雨 昭れ
間を待っといった消極的な態度ではなく、男が何かの理由で 開けて国見をせざる 得なくなり、その間に散るかもし
れぬ花橙に懸念を示したものである。それが習
喩的であることは、例えば、巻十一·二四四八の「白玉
、、、、、
の間開けつつ貫ける緒も
」にならって、この歌を「降る
雨の間開けつ 国見せば
」
と言い直してみれば納得がい
くだろう。
この場合は、実際に五月雨が晴れ間を作る、
そのように間を開けてというように、現実を作者 意識に取り込んでいるとみるぺきであろ 。
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